






 

ビタミン K依存性凝固因子には,第Ⅱ,第Ⅶ,第 IX ならびに第 X因子が存在することが知ら

れているが,近年になり,Protein CならびにProtein Sなどが注目をあびるようになった。

第Ⅱ,Ⅶ,IX ならびに X 因子の PIVKA-Ⅱ,Ⅶ,IX,X については多く研究され,PIVKA－Ⅱにつ

いては,われわれも,その簡易測定法を開発し,報告してきた。 

 Protein C の解明とともに PIVKA-Protein C の存在の可能性は多く述べられてきたが,実

際にその研究法または報告は少ない。今回,近年開発された Protein C の凝固法による成績

と従来の免疫法(EIA法)を利用した成績との dyscrepancy から,PIVKA-Protein C の存在を

認め,PIVKA-Protein C の Protein C に対する阻害効果ならびに PIVKA-Protein C の泳動に

よる観察を行なった。 


